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2010年、大塚化学株式会社は設立６０周年を迎えます。大塚化学では、
2006年より「環境社会レポート」の発行を続けてきましたが、創立60周年
を機に、事業活動を企業の社会的責任（Corporate Social Responsibil-
ity: CSR）の観点から紹介する「CSR報告書」に内容を改めご報告するもの
としました。「大塚化学CSR報告書2010」は、大塚化学が初めて発行する
CSR報告書です。本報告書は、大塚化学の事業活動や取り組みをステーク
ホルダーの皆様にご理解いただくだけでなく、我々従業員自身の理解を深
めることを目的とし、以下の方針に基づき作成しています。

・ 事業活動を行っていくうえで、どのように考え取り組んでいるか、分かり
   やすく報告する。
・ 記載内容は網羅性を鑑み、特に事業活動を通じての社会との関わりを
   より広く報告する。
・ 従業員のコンプライアンス（法令遵守・企業倫理）や環境に対する取り
   組みを促進し、企業理念の実践に役立つものとする。
・ 今後の意思決定、経営資源適正配分への基礎情報として役立つものと
   する。

大塚化学の国内外の本社、本部、支店、工場および研究所の活動実績を
もとに作成しています。
ただし、環境に関わる集計範囲は主要生産工場を含む3事業所（徳島
事業所･鳴門事業所･松茂事業所）としています。その他、データの集計
範囲が異なる場合は、その項目に記載しています。
※関係子会社の取扱い： 本報告書は大塚化学単体での報告ですが、
将来は関係子会社を含めた報告書の作成を目指します。

2009年度 （2009年4月1日～2010年3月31日）
また、発行までの最新情報についても記載しています。

・環境省 環境報告ガイドライン （2007年版）
・GRI サステナビリティ レポーティング ガイドライン 2006

2010年9月 （次回は2011年9月を予定）

次回発行する報告書をより良いものにするために、アンケートによる
ご意見・ご感想を下記窓口までお寄せ下さい。

大塚化学株式会社 本社 総務部 
電話 06-6946-1588　FAX 06-6946-0860　
E-Mail r-master@otsukac.co.jp
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大塚グループ

大塚化学株式会社

大塚化学は、この企業理念のもと、創造的技術で
お客様に貢献、信頼される企業グループを目指しています。

世界の人々の健康のために革新的な製品を

私も信頼、会社も信頼
信頼は社会の夢

 技術と心で信頼の構築
信頼と人の輪を世界に拡げよう

大塚グループは、「医療関連事業」「ニュートラシューティカルズ関連事業」「消費者関連事業」
「その他の事業」の大きく４つに分類される領域で事業を展開しています。
大塚化学は化学品事業、アグリテクノ事業および飲料事業を展開しています。

　　トップメッセージ　～６０周年を迎えて～

　　６０年の沿革

　　事業展開

　　事業概要

　　ハイライト２００９

　　コーポレート・ガバナンス（企業統治）

　　ＣＳＲの重点活動

　　

　　品質保証体制の強化

　　環境配慮型製品の開発

　　グリーン調達

　　人財マネジメント

　　労働安全衛生

　　保安防災･物流安全

　　社会貢献・コミュニケーション

　　

　　地球温暖化防止の取り組み

　　化学物質管理

　　大気･水環境の汚染防止

　　廃棄物管理･リサイクル

　　環境負荷の低減

　　

　　サイトレポート

　　アンケート調査結果･GRIガイドライン対照表

※大塚化学は２００９年７月１日、大塚ホールディングスの100％子会社として新たなスタートをきっています。

大塚ホールディングス

大塚製薬

大鵬薬品工業
大塚倉庫

大塚化学 ※

大塚製薬工場

大塚化学CSR報告書2010基本的要件 CONTENTS
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会社概要　（２０１０年３月３１日現在）
■ 商　　　　　号 大塚化学株式会社 Otsuka Chemical Co.,Ltd.
■ 所　　在　　地 〒540-0021　大阪府大阪市中央区大手通3丁目2番27号
■ Ｔ  　Ｅ 　 Ｌ 06-6943-7701（代表）
■ 設　　　　　立 1950年8月29日　
(2009年6月30日付にて、持株会社であった大塚化学ホールディングス株式会社が、子会社の大塚化学株式会社を
吸収合併し、同日付で社名を大塚化学株式会社に変更し、現在に至る )

■ 資　　本　　金 50億円
■ 従　　業　　員 736名（単体）
■ 代表取締役社長 戸部　貞信

2008年は2008年3月1日から2009年3月31日までの13か月となっています。
2009年は、子会社の旧大塚化学との吸収合併により事業を承継したため売上高が
前事業年度と比較して増加しています。なお、吸収合併消滅会社の2009年4月1日
から同年6月29日までの実績は入っておりません。
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合計　56,439百万円飲料･その他
50％

機能化学品
2２％

ファインケミカル
16％アグリテクノ

１２％

Trocellen Iberica S.A.（スペイン）

Trocellen GmbH（ドイツ）

KOC Co., Ltd.（韓国）

ＩＬＳ株式会社

株式会社アグリベスト

株式会社養液土耕栽培研究所

株式会社オーガンテクノロジーズ

エムジーシー大塚ケミカル株式会社

American Peptide Company, Inc.（アメリカ）

Otsuka Chemical do Brasil（ブラジル）

ニューヨーク事務所張家港大塚化学有限公司（中国）

重慶化医大塚化学有限公司（中国）

P.T.Lautan Otsuka Chemical（インドネシア）

Otsuka Chemical India Ltd.（インド）

立創生化科技（上海）有限公司（中国）

Hebron S.A.（スペイン）

ヨーロッパ事務所（スペイン）

上海事務所（中国）

九州支店

札幌出張所

糖鎖工学研究所

本社
大阪支店

四国出張所

東京本部
東京支店

名古屋支店

仙台支店

国内拠点

鳴門工場
徳島工場
松茂工場
総合研究所
アグリテクノ研究所
栽培研究センター

大塚化学は1988年韓国にヒドラジンを製造販売する会社を設立して以来、世界
各地に化学品事業の生産拠点を拡充し、現在では8カ国、11拠点に拡がりました。
海外における事業展開はますます重要になっています。

事業展開事業展開




